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（１）

（２）

（３）

（４）

（５）事業活動で使用する物品・部材の購入において、環境に配慮したグリーン購入に

（６）計画伐採に入った樹種や、植林を行うメーカー・国からの資材の購入をします。

（７）事業活動に関わる環境関連法規を遵守すると共に、行政・顧客・地域住民からの

（8）
継続的なな教育訓練を実施いたします。 　　　

この環境方針は一般の人にも公開します

平成17年8月26日　　制定
※方針の改訂理由 平成19年2月25日　　改訂
EA21の活動以前から方針を掲げており、そのまま
環境方針として運用を行ったが、当初想定していた 　服部産業株式会社
活動内容との相違が生じたため、実態に適った 代表取締役　　服部伸一
方針へと改定を行ったため。

環境方針を全従業員に周知徹底し、更に環境活動の知識・認識を高めるために

住宅資材の生産に関わる全ての原料の無駄な使用を抑制します。

要請に協力します。

事業活動の全領域で購入電力・化石燃料使用削減により二酸化炭素の排出削減に
取組みます。

取組みます。
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１ 環境方針

環 境 方 針

服部産業株式会社は、「基本理念」のもとに、以下の通り環境方針を定める。

基本理念

　服部産業株式会社では、木質系の住宅資材の製造、販売に関する業務全般において、
地球環境の保護の精神に沿った企業活動を行います。

環境行動指針

　当社は、住宅資材の製造・販売を通じて過度な伐採のない資材の調達から、木材の

　私たちは、今回構築した環境システムの維持・継続的改善に努めるとともに、今後、組
織で働く全ての社員がこの理念を共有し、社会から尊敬される企業を目指します。

事務所・工場から排出される一般廃棄物及び産業廃棄物の削減に取組みます。

節水活動により水資源の使用量削減に取組みます。

無駄な使用・化学物質の抑制に努め快適な住宅資材をお届けするため、全ての事業
活動における環境への影響を配慮し、自主的な目標を掲げ継続的な改善に努めます。
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１、事業者名及び代表者名

服部産業株式会社
代表取締役社長　服部伸一

URL  http://www.hattori-sangyo.co.jp

２、所在地

〒490-1444
愛知県海部郡飛島村木場一丁目１５番
TEL　0567-55-2137 
FAX 0567-55-2145

３、環境活動関係担当者の連絡先

◇環境管理責任者

神田圭司
E-mail　　k‐kanda@hattori-sangyo.co.jp
TEL 0567-55-2137
FAX 0567-55-2145

◇担当者連絡先

長沼ゆか
E-mail　　naganuma@hattori-sangyo.co.jp
TEL 0567-55-2137
FAX 0567-55-2145

４、事業内容

1720年頃、現在の名古屋市中区橘で創業。国産杉の板材の販売を手がける。
南洋材原木、米・加製材品の輸入販売を手がけ、現在は住宅メーカー向けに
構造用、造作用集成材製品の製造販売、各種住宅資材の販売を行う。

　　製造商品　　和室造作材、構造用集成材、積層材など。
　　取扱商品　　軸組構造用集成材、羽柄材、2×4部材一式、各種内装仕上材など。

５、事業規模

従業員数 全社67名（内対象部門64名）

売上高 25.3億円（平成20年12月1日～平成21年11月30日）

床面積 ２６,７７９.２㎡

２
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事業の概要
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６、適用事業範囲と組織
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　活動範囲は、従来の住宅資材部・豊橋営業所・製造部・木材製品部大口営業所の4部門に加
え、総務部と特販部を追加し、活動サイトの拡大を達成致しました。
　木材製品部西部営業所は、現時点では活動開始に至っておりません。今後、体制を整えて、
開始したいと思います。

事業の概要２
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１）環境負荷の実績

　購入電力 MJ
住資
製造
豊橋
大口
総務

　化石燃料 MJ
住資
製造
豊橋
大口

　CO2排出量 ㎏
住資
製造
豊橋
大口
総務

　総物質投入量 ｔ
住資
製造
豊橋
大口

　排出量 ｔ
住資
製造
豊橋
大口
総務

　最終処分量 ｔ
住資
製造
豊橋
大口

　水使用量 m3

住資
製造
豊橋
大口

※二酸化炭素排出係数は２０年度中部電力を使用。

…新規追加サイト

1,995.8

１ 二酸化炭素排出量

0.30.2 0.3

54,291.155,598.5 51,902.4

2,087.72,138.0

３ 環境への負荷の実績と環境目標・実績について

№ 取組項目 単位

637,868.7

13.2

４ 　水資源

2008年度2009年度

5,530,702.16,318,773.1 5,098,408.1

633,081.5618,906.6

実績実績 実績
2007.12～2008.112008.12～2009.11

2010年度

2009.12～2010.11

269,420.6287,212.9 229,992.5
4,457,295.55,208,897.3 4,072,942.5

129,195.7 122,275.4

2,583,271.72,064,606.5 2,194,085.2

119,002.0

667,760.8 652,847.9
1,252,506.9599,331.2 628,871.8

355,580.6

214,493.6195,876.3 200,160.5
760,690.5601,638.2 712,205.0

432,434.8383,710.2 345,794.9
34,472.456,728.6 53,483.2

257,195.1241,093.7 199,575.0
39,002.437,967.8 37,477.8
56,448.845,782.1 53,171.2

２ 　総物質投入量

29,892.436,047.5 25,357.4

2,464.83,204.2

5,625.86,793.8 2,574.6
11,182.815,547.2 10,677.5

2,533.7
10,619.010,502.3 9,571.6

３ 　廃棄物排出量

607.9637.2 604.9

9.6

9.119.5 4.7
588.2600.1 589.3

9.9
0.74.2 0.7

26.147.1 45.1
0.05.7 0.9

24.339.0 42.6
1.62.2 1.5
0.20.2 0.1

6,095.05,021.1 5,506.5

158.0174.5

6.56.0 4.0
5,913.54,817.6 5,328.5

146.0
17.023.0 28.0
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2）2010年度　目標に対する実績

3）中期環境目標
2008年度は、全世界的な経済不況のため、目標未達となり、中期環境目標の見直しを行いました。
今後の中期環境目標を、以下のとおりに策定し、目標達成のため活動を行いたいと思います。

　購入電力  MJ

　化石燃料  MJ

　CO2排出量 ㎏

　排出量  ｔ

　最終処分量  ｔ

3 　水使用量  ｍ３

4 　グリーン購入  数量

5 　植林木・認証木材の使用 　既に実施段階に入っており、目標数値は掲げません。

３ 環境への負荷の実績と環境目標・実績について

№ 取組項目 単位
2010年度2008年度2009年度
2009.12～2010.112007.12～2008.112008.12～2009.11

１ 二酸化炭素排出量

　購入電力

原単位
 MJ/千万円

6,263,174.6 5,098,408.1
 増減（％）

18,748.1

　CO2
　排出量

原単位
 ㎏/千万円 1,465.9

19,075.1 21,123.5

総量
 使用量(MJ) 5,530,702.1
 増減（％） -1.74%- 10.74%

-13.24%- -18.60%

　化石燃料

原単位
 MJ/千万円 8,756.96,287.9 9,090.4

総量

 増減（％） 28.19%- 44.57%
2,064,606.5 2,194,085.2

 増減（％） 20.08%- 6.27%
 使用量(MJ) 2,583,271.6

1,162.1 1,432.7
 増減（％） 20.72%- 23.28%

総量
 使用量(㎏) 432,434.8381,572.2 345,794.9
 増減（％） 11.76%- -9.38%

２ 　総物質投入量
　総物質
　投入量

原単位
 ｔ/千万円 101.3

総量
 使用量(t) 29,892.4

109.8 105.1
 増減（％） -8.38%- -4.31%

36,047.5 25,357.4
 増減（％） -20.59%- -29.66%

３ 　廃棄物排出量

　排出量

原単位
 ｔ/千万円 2.1

総量
 使用量(t) 607.9

　最終
　処分量

1.9 2.5
 増減（％） 9.52%- 31.89%

637.0 604.9
 増減（％） -4.79%- -5.05%

原単位
 ｔ/千万円 0.0890.143 0.187
 増減（％） -60.67%- 30.52%

総量
 使用量(t) 26.147.1 45.1
 増減（％） -80.46%- -4.35%

４ 　水資源 　水使用量

原単位
 ｍ３/千万円 21.4

総量
 使用量（m3) 6,095.0

15.3 22.8
 増減（％） 28.50%- 49.11%

0品目増

5,021.1 5,506.5
 増減（％） 17.62%- 9.67%

中期
(2011-2013年)

5 　グリーン購入
 数量 １3品目１3品目 １3品目
 増減（％） 0品目増0品目増

　廃棄物排出量
1％削減 1.5％削減

№ 取組項目 単位 基点
環境目標

200９年度2010年度

1％削減 2％削減 6％削減

1 二酸化炭素排出量

200８年度
総量

1％削減 2％削減 6％削減

2

2品目増 3品目増 7品目増
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3.5％削減

0.5％削減1％削減 3％削減

　水資源
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●…実施済み

昨年度の環境活動内容及び活動評価は、以下の通りです。 ○…一部実施
Ф…未実施

1）総物質投入量の削減 住資 製造 豊橋 大口
① 材料歩留まりを検証し、歩留まりを向上させ、投入材料を

削減
② 短い材もフィンガー加工を行い、芯材として使用 － ● － －
③ 不良品発生の抑制に努め、無駄な材料の投入を防止 － ● ● －
④ 梱包用段ボールの再利用 ● ● ● ●

⑤ ＰＰバンドを再利用し、廃プラスチックを削減します。 ● ● ● ●

⑥ 接着剤の塗布量を厳密に管理し、化学物質使用量の削減 － ● － －
⑦ PPバンドから何度も使えるラッシングベルトへの変更 － － ● －

2）二酸化炭素排出量削減 住資 製造 豊橋 大口
① 空調フィルターの清掃を実施し、目詰まりを無くすことで

空調の効率アップを実践
② 夏季空調温度を２５度から２８度に変更し、エアコンの

使用を昼食時間中停止
③ 使用電力について、昼の休憩時、社内の電灯を消灯 ● ● ● ●

④ コンプレッサーの圧力を調整することにより無駄な動力の
削減

⑤ 社有車運転記録を記入し、ガソリンの節約 ● ● ● ●

⑥ フォークリフトのアイドリングストップを実行し、軽油の節約● ● ● ●

⑦ エコドライブマニュアルの記載事項を守り、ガソリンの節約● ● ● ●

⑧ 定時以降の集塵を必要としない作業のときは、集塵機の
電源オフ

⑨ 使用電力について、昼の休憩時、パソコンの電源オフ ● ● ● ●

⑩ 可能な限り自然乾燥時間を長く取り、乾燥室入室時間を
短縮させ、使用電力の削減

３）廃棄物等排出量削減 住資 製造 豊橋 大口
① 裏紙を回収し、社外提出文書以外はコピー等、裏紙を使用 ● ● ● ●

② 封筒等も送付されたものを再利用することで、新品の使用を
削減

③ プロジェクターを購入し、紙配布資料を削減 ● ● ● ●

④ 社内の連絡などは極力メールを使い、ファックス、コピーの
用紙を削減

⑤ 納入業者に対し、過剰と判断されるビニール梱包などは
施さないよう積極的に依頼

⑥ ＰＰバンドを再利用し、廃プラスチックを削減 ● ● ● ●

⑦ 製造工程で出てくる木屑や、ダンボール、紙屑などを
ボイラーで焼却し、人工乾燥のためのエネルギーとして
再利用化

⑧ 紙、特に事務所で使用するコピー用紙の削減 ● ● ● ●

４）水使用量の削減 住資 製造 豊橋 大口
① 節水呼びかけの掲示をし、節水コマを使用 ● ● ● ●

② 乾燥窯の扉の内側四方にパッキンを貼り、使用蒸気の
漏れ出しを防止

③ 乾燥窯のダンパー（蒸気排出口）の隙間を修繕して、
蒸気の漏れを防止

④ 可能な限り自然乾燥時間を長く取り、乾燥室入室時間を
短縮させ、使用水量を削減

● － －

－ ● － －

○ ● ●

－ ● － －

●

● ● ● ●

● ● ●

４

● ● ●

主要な環境活動の内容及び評価

● ● ●

●

● ● ● ●

－ －

－

●

－

－ ●

－ －

● －

●

●

●
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－ －－●

－



●…実施済み （2/2）
○…一部実施
Ф…未実施

５）グリーン購入の促進 住資 製造 豊橋 大口
① 事務用品など、グリーン商品の比較・検討をして、可能な

限り購入を促進
② 使用原料については、グリーン認証を受けた材料の投入を

促進

６）購入木材の検討 住資 製造 豊橋 大口
① 植林木であるチリ産ラジアタパインを用いての製品の製造

および販売
② 購入する木材が森林認証を受けた木材かどうかを確認

してからの購入
③ 日本集成材工業(協)のグリーン購入法事業者の認証を受け

（2006年8月25日認証）、適正な木材の流通の実践
④ (社)全日本木材市場連盟の合法木材取扱い事業者認定

を受け（2008年8月7日認証）、合法木材の流通の実践
⑤ 国産材であるスギ・ヒノキを積極的に販売し、森林の活性化

運動「木づかい運動」のはたらきかけを行う

【消火訓練】

【西部港内清掃】

● ● ● ●

－ ● ● －

● ● ●

－ ● － －

●
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－ － － ●

－ － － ●

４ 主要な環境活動の内容

● ● ● ●
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１、二酸化炭素排出量削減について

原単位

総量

原単位

総量

原単位

総量

① 購入電力は、原単位は目標値2％削減に対して、-1.74%であった。
総量は、-13.24％であり、各サイトとも使用電力は削減している。
製造部の総量が、-751,601.8MJと14.43％減少し、総量の減少に寄与した。

② 化石燃料は、原単位は目標値2％削減に対して、増加率28.19％と、未達であった。
総量も、+20.08％と、使用量ともに増加している。
自社トラックの使用を配送内製化のため増加させた事が、化石燃料の増加と考えられる。
エコドライブマニュアルの徹底を実践していく。

③ CO2排出量も、各サイトとも前述の化石燃料使用量の増減分と比例しており、原因は同様である。

④ 環境活動の実践は、全サイトにおいて、滞りなく達成出来た。

２、総物質投入量について

原単位

総量

① 原単位は、増減率－8.39%、総量においては、-20.59％の削減となった。

② 環境活動の実践状況は、梱包用段ボール・PPバンドの再利用は徹底されている。
豊橋営業所のPPバンドを再使用可能なラッシングベルトへの切り替えは定着し、
使用量減少の継続につながった。

環境活動の取組結果と評価

増減率

増減率

2007.12～2008.112009.12～2010.11

19,075.1　MJ/千万円

2010年度2008年度(基準年)

○
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29,892.4　t
－8.39%
-20.59%

×

-1.74%
-13.24%
+28.19%
+20.08%
+20.72%
+11.76%

×

×

×
2,064,606.5　MJ 2,583,271.6　MJ

6,263,174.6　MJ 5,530,702.1　MJ ○

×

○

381,572.2　kg 432,434.8　kg

36,047.5　t

５

2008年度(基準年)

18,748.1　MJ/千万円

2010年度

101.3　ｔ/千万円109.8　ｔ/千万円

取組項目 評定

取組項目 評定
2009.12～2010.112007.12～2008.11

8,756.9　MJ/千万円6,287.9　MJ/千万円

1,465.9　Kg/千万円1,162.1　Kg/千万円

　　化石燃料　　2％削減

　　購入電力　　2％削減

　　総物質投入量 1%削減

　　CO2排出量　2％削減



（2/2）

３、廃棄物排出量の削減について

原単位

総量

原単位

総量

① 原単位1.5％の削減目標に対して、増加率9.52%と、達成出来なかった。総量は－4.79％と減少した。
最終処分量は、総量が製造部で39ｔから23ｔと減少したため、原単位、総量ともに減少した。

② 環境活動の実践状況は、概ね継続されている。梱包用ビニールの使用や、購入材料に
施されているビニールの減少をさらに進めていきたい。
場内で発生する木屑等は、適切にボイラー燃料として使用し、エネルギーとして再利用化
されている。

４、水資源について

原単位

総量

① 製造部の水使用量が22.8％増加し、総量・原単位ともに増加した。熱処理の受注が増加した事が
考えられる。その他サイトにおいては、住資+8％、豊橋‐9.5％、大口－26.1％となった。

② 日常使用においての節水に対する意識は、全従業員に定着してきた。
節水コマの取り付けも、完了している。

５、グリーン購入について

① 3品目増に対し、0品目増と、達成出来なかった。理由としては、購入している商品の
アイテムが、ほぼ一定化しているため、グリーン購入法対応商品の展開が限定的になっている
状況である。事務備品を中心に、事務局で対象商品の検討を再度行う。

５ 環境活動の取組結果と評価

×
×21.4　m3/千万円15.3　m3/千万円 +28.50%

+17.62%6,095.0　m35,021.1　m3

607.9　t637.0　t ○
×

増減率

+9.52%
-4.79%

×　　グリーン購入　3品目増 13品目13品目 0品目増

2010年度
取組項目

1.9　t/千万円

2009.12～2010.112007.12～2008.11

2008年度(基準年)

2010年度2008年度(基準年)

評定

○

評定
2009.12～2010.112007.12～2008.11

-60.67%
－80.49%○

増減率

２6.1　t47.1　t
  0.089　t/千万円  0.143　t/千万円

2.１　t/千万円
2009.12～2010.112007.12～2008.11

2008年度(基準年)2010年度
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取組項目 評定

増減率

　　水使用量　2％削減

　　　最終処分量  1.0%削減

　　　排出量　　　　1.5%削減

取組項目



今後当社が行う環境活動の内容は以下のとおりです
番号 項目

　植林木使用製品の取扱増加
　認証木材の確認

1. 環境関連法規等に対して年１回遵守状況を確認したところ、違反等は見受けられませんでした。

2. 近隣からの苦情はありませんでした。

3. 関係機関からの指摘、および訴訟も過去3年間ありませんでした。
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　梱包の簡素化

７

  12:00～12:40

　化石燃料削減

４

5

　グリーン購入促進

  購入木材の検討

　リフト運転記録を記入

　製品不良の削減、歩留の向上

　購入材料の検討

　購入電力削減

　木材乾燥時間の効率的短縮化

　住宅資材倉庫内休憩時間消灯  12:00～12:40
　豊橋営業所内休憩時間消灯

  12:00～12:40
　省電力製品へ切替え（取替時）

　設定マニュアル

　リフトのアイドリングストップ
　ＥＤマニュアル　エコドライブ実施

　プロジェクター使用で紙削減

　１ヶ月１回

　給湯器の使用頻度削減

６ 今後の活動計画

  12:00～12:40
  12:00～12:40

環境活動内容

　製造部倉庫内休憩時間消灯
　事務所内休憩時間消灯
　空調温度設定(夏28℃　冬22℃)

　プラスチック梱包資材再利用
　節水対策商品の取付

　コピー再生紙の利用

　節水呼びかけの掲示

　名刺の再生紙化

　社内文書の電子メール活用

　木屑等のエネルギー利用

　グリーン商品の積極購入

　節水コマ使用
３ 水

　裏紙の回収と再使用
　チェックシートの裏紙使用

　一般廃棄物削減

　産業廃棄物削減

　水資源投入削減

環境関連法規違反、訴訟の有無

　使用蒸気の節約

　事務所内PC電源オフ

廃
棄
物
削
減

１

温
室
効
果
ガ
ス
削
減

２

　空調フィルター清掃

　コンプレッサー圧力調整

　社用車運転記録を記入
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代表者による全体評価と見直しの結果8

　EA21の活動も、初年度の認証より3年が経過し、またサイトも広がったこともあり、活動
は全社に浸透してきていると思います。

　環境活動取組結果には達成項目と未達成項目があり、引き続き環境活動への積極的
な取組みが必要と判断します。

　化石燃料の増加については、外注運賃削減の為の全社的な自社配送トラック便の活
用と、新規顧客開拓の為の外回り営業の強化に取り組んだ結果と認識しております。エ
コドライブマニュアルを厳守し、経営面での目標の達成を図りながら、使用量の増加を最
低限に抑えられるようお願い致します。

　今後においても、更なる環境活動の定着化を図り、継続的な改善を達成する様に、全
社で取組んでいきます。なお、環境方針、環境目標、環境活動計画および環境マニュア
ルは継続します。


